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熊本市印鑑の登録及び証明に関する条例（昭和５２年条例第２号）新旧対照表 

改正後（案） 現行 備考 

第１条～第９条 【略】 第１条～第９条 【略】  

（印鑑登録証明書の交付） （印鑑登録証明書の交付）  

第10条 印鑑登録者又はその代理人は、印鑑登録証明書の交付の申

請をしようとするときは、印鑑登録証明書交付申請書を市長に提

出しなければならない。この場合において、当該申請者は、印鑑

登録証を提示しなければならない。 

第10条 印鑑登録者又はその代理人は、印鑑登録証明書の交付を受

けようとする場合には、印鑑登録証明書交付申請書に印鑑登録証

を添えて、市長に対して交付の申請をしなければならない。 

 

←印鑑登録証については、現運用においても窓口

での提示のみしか求めていない。 

そのため、現運用に合わせた改正（添付→提

示）を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７

号）第２条第７項に規定する個人番号カード（以下この条におい

て「個人番号カード」という。）の交付を受けている印鑑登録者

は、個人番号カードの提示をもって前項の規定による印鑑登録証

の提示に代えることができる。 

 
 

←新たに個人番号カードの提示でも印鑑登録証の

交付を可能するための規定を追加。 

ただし、印鑑登録証と異なり、印鑑登録者本人

のみが対象。 

 

 

【参考】行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律（平成25年法律

第27号） 

（定義） 

第二条 

７ この法律において「個人番号カード」とは、

氏名、住所、生年月日、性別、個人番号その他

政令で定める事項が記載され、本人の写真が表

示され、かつ、これらの事項その他主務省令で

定める事項（以下「カード記録事項」とい

う。）が電磁的方法（電子的方法、磁気的方法

その他の人の知覚によって認識することができ

ない方法をいう。第十八条において同じ。）に

３ 市長は、第１項の申請があったときは、当該申請に係る事項と印

鑑登録証（前項の場合にあっては、個人番号カード）及び印鑑登

録原票の登録事項を照合し、当該申請の内容が適正であることを

確認した上、当該申請をした者に対して印鑑登録証明書を交付す

る             ものとする。 

２ 市長は、前項 の申請があったときは、当該申請に係る事項と印

鑑登録証                    及び印鑑登

録原票の登録事項を照合し、当該申請の内容が適正であることを

確認した上、当該申請をした者に対して印鑑登録証明書を交付

し、かつ、印鑑登録証を返付するものとする。 

（電子情報処理組織による印鑑登録証明書の交付申請等） （電子情報処理組織による印鑑登録証明書の交付申請等） 



2/2 

第10条の２ 熊本市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

（平成１６年条例第５４号）の規定により、電子情報処理組織を

使用して印鑑登録証明書の交付の申請を行う場合においては、前

条第１項の規定にかかわらず、印鑑登録証の提示は、これを要さ

ないものとする。 

第10条の２ 熊本市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

（平成１６年条例第５４号）の規定により、電子情報処理組織を

使用して印鑑登録証明書の交付の申請を行う場合においては、前

条第１項の規定にかかわらず、印鑑登録証の添付は、これを要さ

ないものとする。 

より記録されたカードであって、この法律又は

この法律に基づく命令で定めるところによりカ

ード記録事項を閲覧し、又は改変する権限を有

する者以外の者による閲覧又は改変を防止する

ために必要なものとして主務省令で定める措置

が講じられたものをいう。 

２ 前項の申請は、印鑑登録者が自らこれを行わなければならない。 ２ 前項の申請は、印鑑登録者が自らこれを行わなければならない。  

３ 市長は、第１項の申請があったときは、前条第３項の規定にかか

わらず、当該申請に係る事項と印鑑登録原票の登録事項を照合

し、当該申請の内容が適正であることを確認した上、当該申請を

した者に対し、規則で定めるところにより印鑑登録証明書を交付

するものとする。 

３ 市長は、第１項の申請があったときは、前条第２項の規定にかか

わらず、当該申請に係る事項と印鑑登録原票の登録事項を照合

し、当該申請の内容が適正であることを確認した上、当該申請を

した者に対し、規則で定めるところにより印鑑登録証明書を交付

するものとする。 

 

第11条～第19条 【略】 第11条～第19条 【略】  

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



令和５年１２月 

地域政策課 

 

熊本市印鑑の登録及び証明に関する条例の改正について 

 

 

現在、コンビニ交付サービスで印鑑登録証明を取得する場合、個人番号カードのみで印鑑登録証

明が取得できるのに対し、区役所等の窓口においては、確認書類として印鑑登録証の提示が必要と

なっている。 

市民の利便性向上を図る観点から、窓口での確認書類に個人番号カードを提示することでも証

明書の交付申請を可能とする例外規定を定めるもの。 

 

○印鑑登録者から印鑑登録証明書の交付申請があった際に提示を求める確認書類 

改正前 ： 印鑑登録証 

改正後 ： 印鑑登録証又は個人番号カード 

 

 

○印鑑登録証の提示を個人番号カードの提示に代える例外規定を定めている政令市   

（ 横浜市、静岡市、浜松市、大阪市、神戸市 ） 

 

補足 


